
令和８年２月北本市定例記者会見 次第 

日時 令和８年２月１２日（木） 

午前１０時３０分 

場所 会議室３- Ｅ・Ｆ 

１ 開  会 

２ 説  明 

・令和８年第１回北本市議会定例会の議案等について

・北本市からのお知らせ

３ 質 疑 

４ 閉 会 

〇配布資料 

・令和７年度一般会計補正予算等の概要（資料１）

・令和８年度当初予算（案）記者発表資料（資料２）

・各種情報提供資料（資料３）

・スライド資料

・令和８年第１回北本市議会定例会提出議案一式 

・各種チラシ等 



資料１

1

一般会計（９号） 千円(補正後累計 30,387,773 千円)

千円(補正後累計 1,404,512 千円)

千円(補正後累計 755,126 千円)

国民健康保険特別会計（３号） 千円(補正後累計 6,510,656 千円)

介護保険特別会計（５号） 千円(補正後累計 6,434,191 千円)

千円(補正後累計 624 千円)

2

（歳出）

生活保護扶助経費の増額 6,666 千円

会計業務経費の増額 926 千円

災害救助経費 60 千円

積立金（減債基金　外７件） 55,839 千円

後期高齢者医療特別会計繰出金 △ 11,433 千円

久保特定土地区画整理事業特別会計繰出金 141,867 千円

国民健康保険特別会計繰出金 13,349 千円

埼玉県央広域公平委員会負担金 41 千円

国・県等支出金返納金 39,244 千円

事業費の確定に伴う減額補正 △ 421,499 千円

（歳入）

市税（固定資産税） 200,000 千円

地方交付税（普通交付税） 364,843 千円

分担金及び負担金（保育所児童保護者負担金） 5,029 千円

使用料及び手数料（保育所保育料） 2,004 千円

国庫支出金（国民健康保険基盤安定負担金　外１５件） △ 155,431 千円

県支出金（国民健康保険基盤安定負担金　外６件） △ 2,785 千円

財産収入（財政調整基金利子　外８件） 2,529 千円

寄附金（ふるさと応援寄附金） △ 100,000 千円

繰入金（財政調整基金　外３件） △ 415,008 千円

諸収入（受託事業収入　外３件） △ 921 千円

市債（保育所施設改修事業債　外６件） △ 75,200 千円

（繰越明許費）

市道6334号線道路改良事業 6,955 千円

市道2305・3269号線道路改良事業 2,500 千円

（債務負担行為）

廃止　デーノタメ遺跡保存活用計画策定業務 △ 6,501 千円

（地方債）

変更　道路整備事業　外５件 △ 73,600 千円

廃止　保育所施設改修事業 △ 1,600 千円

36,611

△ 117,147

一般会計補正（第９号）の内容

令和７年度一般会計補正予算等の概要

補正予算の規模

埼玉県央広域公平委員会特別会計（１号） 41

△ 174,940

後期高齢者医療特別会計（２号） 79,457

久保土地区画整理事業特別会計（３号） △ 365,245



令和８年度北本市当初予算（案）記者発表資料 

Ⅰ 令和８年度予算総括 

● 令和８年度の一般会計当初予算は、前年度当初予算に比べて９億２，４００万円増

の２８９億４，１００万円となりました（令和７年度比３．３％増額予算)。 

歳入では、市税が令和７年度比３．２％の増となり、歳出では、扶助費等の社会保

障関係経費や、公共施設の整備、改修、統廃合に要する経費が増加しています。 

● 新たにスタートする第六次北本市総合振興計画における人口の変化を踏まえたまち

づくりの方向性としての「定住人口の維持及び交流人口・関係人口の増加」、「地域

資源を活かしたまちづくり」、「持続可能な行財政運営」の３つの基本的な考え方に

沿った６つの政策に基づき、Ⅱに示す主要・新規事業の実施を通した魅力あるまちづ

くりを推進します。 

● 北本駅東口駅前広場内に、乗降空間としての機能だけではなく、歩行者にとっての

快適な空間を創出し利便性を向上させるため、シェルターを整備します。また、安心

安全な都市基盤整備を推進するため、生活道路の整備に取り組み、石戸下踏切接続道

路の拡幅工事のほか、局地的な大雨等による浸水対策として、雨水排水施設の整備を

進めます。 

● 地域交通は、市民の日常生活に必要不可欠な買物、医療、教育等のアクセスを支え

るとともに、観光振興や地域経済の活性化にも欠かすことのできないものであること

から、地域公共交通サービスの実現に向けた地域公共交通計画を策定します。また、

実証実験としてデマンドバスを１台増車し、５台体制で運行することで、利用者の利

便性の向上を図ります。 

● 国指定史跡のデーノタメ遺跡を適切に保存・活用していくため、史跡指定地の公有

地化を進めるとともに、遺跡の価値や魅力を伝えるため、シンポジウム等を開催しま

す。 

● 新たに生成ＡＩを導入し、デジタル技術を活用することで、業務の効率化を図ると

ともに、業務の質的向上を通じて市民サービスの向上を図ります。 

● まちの魅力を創出し、効果的に発信・活用することにより、市民のまちへの愛着を

醸成するとともに、定住促進及び交流人口・関係人口の獲得を図るため、シティプロ

モーション事業を実施します。

資料２ 



 

会計別予算総括表 

(単位:千円、％)  

区    分 令和８年度 令和７年度 比 較 増減率 

一 般 会 計 28,941,000 28,017,000 924,000 3.3 

特別 

会計 

後期高齢者医療特別会計 1,460,100 1,286,300 173,800 13.5 

久保特定土地区画整理事業特別会計  906,800 1,119,200 △212,400 △19.0 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 6,401,900 6,351,800 50,100 0.8 

介 護 保 険 特 別 会 計 6,675,700 6,339,500 336,200 5.3 

埼玉県央広域公平委員会特別会計 599 583 16 2.7 

小   計 15,445,099 15,097,383 347,716 2.3 

企業 

会計 
公 共 下 水 道 事 業 会 計 1,764,048 1,757,052 6,996 0.4 

総     計 46,150,147 44,871,435 1,278,712 2.8 

 



１　こどもの成長を支えるまち （単位　千円）

事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

こども家庭センター運営
事業

21,030 継 　母子保健と児童福祉の一体的な支援を行
う「こども家庭センター」を運営する。

こども・ひとり親家庭等
医療費支給事業

283,959 継 　子どもやひとり親家庭等が、必要とする
医療を容易に受けられるようにするため、
医療費の一部を助成する。

民間保育施設等補助金交
付事業

166,998 継 　支援を必要とする児童を受け入れる際の
保育士の配置に要する経費、延長保育やア
レルギー対応給食のための経費等の一部を
補助する。

きたもと保育士就職奨励
金交付事業

6,000 継 　他の地域との差別化を図り、保育士の雇
用を促進するため、民間保育施設等におい
て、市内で新たに保育士として就職した者
に対して、奨励金を交付する。

乳児等通園支援事業 13,829 新   全てのこどもの育ちを応援し、こどもの
良質な成育環境を整備するとともに、全て
の子育て家庭に対して多様な働き方やライ
フスタイルにかかわらない形での支援を行
うことを目的に、乳児等通園支援事業を実
施する。

放課後子ども教室推進事
業

15,115 継 　子どもたちの学習活動及び体験・交流活
動を推進するため、余裕教室等を活用し、
地域の方々等の参画を得て、全小学校にお
いて放課後子ども教室推進事業を実施す
る。

産後ケア事業 4,852 継 　出産後、心身の不調や育児不安がある母
親へのサポートのため、医療機関への委託
による宿泊型及びデイサービス型並びに直
営によるデイサービス型の産後ケア事業を
実施する。

５歳児健康診査事業 2,279 新 　発達障害等のこどもの特性を早期に発見
し、就学前の適切な支援につなげるため、
５歳児に対する健康診査を実施する。

小中一貫教育・教科担任
制推進事業

9,430 継 　学力の向上及び中１ギャップの解消を図
るため､小･中学校の教員の相互授業乗り入
れを行い、義務教育９年間の適切な支援の
ための発達段階に応じた指導研究を実施す
る｡

外国語指導助手配置事業 27,773 継 　小・中学校全校に外国語指導助手を配置
し、生きた英語や外国文化・生活に触れる
機会を提供し、英語によるコミュニケー
ション能力の向上等英語教育の推進を図
る。

Ⅱ　令和８年度主要・新規事業



事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

学校水泳指導民間委託事
業

46,267 継 　児童生徒の泳力向上、施設管理経費の節
減及び安全性の向上を図るため、小・中学
校全校の水泳指導を民間事業者に委託す
る。

部活動指導員配置事業 1,506 継 　中学校の部活動に部活動指導員を配置
し、生徒にとって望ましい活動環境の構築
及び教員の働き方改革の推進を図る。

特別支援教育支援員配置
事業

52,477 継 　特別な教育的支援を必要とする児童生徒
の支援を行うため、小・中学校に特別支援
教育支援員を配置し、特別支援教育の充実
を図る。

学習支援室講師配置事業 8,417 継 　不登校生徒の学校復帰及び不登校の未然
防止を図るため、生徒の居場所となる学習
支援室を中学校全校に設置し、学習支援室
講師を配置する。

東小学校給食室改築事業 156,554 新 　老朽化した東小学校給食室の改築工事を
実施する。

コミュニティ・スクール
事業

910 継 　学校と地域住民等が連携・協働し、地域
とともにある学校づくりを推進するため、
小・中学校全校でコミュニティ･スクールの
取組の推進を行う。

子どもの権利相談・救済
事業

14,012 継 　北本市子どもの権利に関する条例に基づ
き、子どもの権利擁護委員及び相談員を配
置し、子どもの権利相談や救済等事業を実
施する。

２　安心・安全で自然と共存する住みやすいまち　　　　　　　　　　（単位　千円）

事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

道路情報管理システム事
業

20,594 継 　道路に関する情報を適正に管理し、有効
活用を図るため、引き続き道路情報管理シ
ステムの確立を行う。

地籍調査事業 3,827 継 　国土地理院で管理する基準点等の標高成
果の改定に伴い、北本市管理の基準点の改
定を実施し、地籍調査事業開始の準備を行
う。

道路維持事業 266,380 継 　道路施設の改修及び維持管理を行う。清
掃等委託料（12,400）、舗装工事
（100,000）、道路補修工事（152,000）、
路面下空洞調査業務委託（1,980）

道路照明灯等設置事業 38,409 継 　夜間における交通安全の確保及び犯罪の
防止を図るため、道路照明灯及び防犯灯の
設置を行う。また、ＬＥＤ照明器具の交換
時期への対応を行う。



事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

道路新設改良事業 196,000 継 　道路の拡幅整備・改良工事を行う。改良
工事（66,000）、土地購入（99,000）、物
件補償（31,000）

中山道歩道美装化整備事
業

49,186 継 　中山道の持つ歴史と文化を活かした魅力
あるまちづくりを行い、良好な街並み環境
を形成するため、多聞寺交差点から南大通
り交差点までの歩道の美装化を行う。

西仲通線整備事業 － 継 　西仲通線の事業認可取得に向けた申請・
協議を行う。

中央通線整備事業 － 継 　中央通線Ⅱ期区間の事業認可取得に向け
た申請・協議を行う。

地域公共交通計画策定事
業

8,940 新 　将来の本市にとって望ましい地域交通
サービスの姿を明らかにするとともに、基
本的な方針を定めるため、地域公共交通計
画を策定する。

デマンドバス運行事業 49,603 継 　市内公共交通の確保に向け、利用者の予
約に応じて希望する場所で乗降ができるデ
マンドバスを運行する。また、普通車両１
台を増車する実証運行を行い、利用者の利
便性向上に努める。

交通安全施設整備事業 8,000 継 　交通安全を確保するため、通学路の安全
対策、道路反射鏡の設置、区画線塗布等の
交通安全施設の整備を行う。

空き家発生予防住宅リ
フォーム補助金交付事業

6,000 継 　住宅リフォームに要する経費の一部を補
助することにより、既存住宅の継続的な活
用を促進し、空き家の発生を予防する。

北本市子供公園ドームテ
ント整備等事業

88,440 継 　子供公園児童館跡地に、休養施設として
ドームテントを整備する。

生物多様性地域戦略策定
事業

9,976 新 　生物多様性の保全や再生について具体的
な取組を進めるため、基本計画となる生物
多様性地域戦略の策定に着手する。

ゼロカーボンシティ実現
促進補助金交付事業

1,000 継 　市内から排出される温室効果ガスを削減
し、地球温暖化を防止することを目的に、
市民等を対象として、集合住宅宅配ボック
ス設置に係る費用に対して、補助金を交付
する。

小学校照明設備ＬＥＤ化
事業

183,876 新 　小学校にＬＥＤ照明器具を整備する。

一般廃棄物処理施設整備
基金積立事業

200,942 継 　一般廃棄物処理施設の整備に係る支出に
備えるため、一般廃棄物処理施設整備基金
への積立を行う。



事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

空き店舗等活用推進補助
金交付事業

1,500 継 　新たなビジネスと市内の賑わいの創出及
び市内経済の活性化を図るため、市内の空
き店舗等を活用して新たに創業する者に対
し、当該創業に要する経費の一部を補助す
る。

北本駅東口駅前シェル
ター整備事業

113,600 継 　北本駅東口駅前広場内にシェルターの整
備を行う。

３　健康でいきいきと暮らせるまち （単位　千円）

事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

健康長寿ウォーキング事
業

1,466 継 　市民の健康づくりの意識の高揚及び生活
習慣の改善を図るため、ウォーキングを推
進するとともに、健康教室等を開催する。
（一般会計における予算額の計上の外、介
護保険特別会計で2,383千円を計上）

がん検診事業 76,240 継 　がんを早期に発見し、治療につなげるた
め、胃、肺、大腸、乳、子宮及び前立腺の
がん検診を実施する。また、胃がんの早期
発見・早期治療を一層推進するため、胃が
ん検診において胃内視鏡検査を実施する。

予防接種事業 239,999 継 　感染症予防のため、定期予防接種の実施
及び任意予防接種補助金の交付等を行う。

難聴者補聴器購入費助成
事業

2,000 新 　聴力機能の低下により生活に支障をきた
している高齢者に対し、認知症予防の一助
として補聴器の購入費の一部を助成する。

生活支援体制整備事業 18,063 継 　地域における日常生活上の支援体制の充
実・強化及び高齢者の社会参加の推進を一
体的に図る。また、新たに付き添い支援を
開始する。

高齢者福祉計画２０２７
・第１０期介護保険事業
計画策定事業

3,939 継 　老人福祉法、認知症基本法及び介護保険
法に基づき、令和９年度から令和１１年度
までの３年間を計画期間とする高齢者福祉
計画２０２７・第１０期介護保険事業計画
を策定する。

リンクワーカー配置事業 9,525 継 　支援が届いていない人を把握し、必要な
支援への橋渡しをするとともに、地域の
ニーズを把握し、属性や世代の垣根を超え
た「居場所づくり」を担うリンクワーカー
を新たに１名増員し、地域共生社会の実現
に向けた取組をさらに推進する。

民生委員・児童委員活動
費補助金交付事業

20,206 継 　地域福祉の担い手として住民の立場に
立って相談に応じる民生委員・児童委員へ
の支援を行う。



事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

第四次北本市地域福祉計
画・地域福祉活動計画策
定事業

3,971 新 　社会福祉法に基づき、令和１０年度から
令和１４年度までの５年間を計画期間とす
る第四次北本市地域福祉計画・地域福祉活
動計画の策定に着手する。

第四次北本市障害者福祉
計画並びに北本市第八期
障害福祉計画及び北本市
第四期障害児福祉計画策
定事業

3,951 継 　障害者基本法に基づく第四次北本市障害
者福祉計画と障害者総合支援法及び児童福
祉法に基づく北本市第八期障害福祉計画及
び北本市第四期障害児福祉計画を策定す
る。

４　活力あふれるまち （単位　千円）

事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

シティプロモーション事
業

13,136 継 　まちの魅力を創出し、効果的に発信・活
用することにより、市民のまちへの愛着を
醸成するとともに、定住促進及び交流人
口・関係人口の獲得を図る。

北本ブランド推進事業 500 継 　農産物と加工品を＆ｇｒｅｅｎｆｏｏｄ
の愛称のもとで周知し、販路の開拓や地域
ブランド力の強化を図る。

農産物販売施設空調設備
更新事業

14,861 新 　経年劣化した農業ふれあいセンター内農
産物直売所（桜国屋）の空調設備の更新工
事を実施する。

農業次世代人材投資事業
補助金交付事業

1,500 継 　就農意欲の喚起及び就農の定着を図るた
め、経営の不安定な就農初期段階の青年就
農者に対する支援を行う。

ねぷた絵製作事業 246 継 　姉妹都市の会津坂下町の秋まつりで運行
するねぷたの絵を新たに製作し、市及び北
本まつり「宵まつり」のＰＲを行う。ま
た、ねぷたの運行を通して交流を図る。

北本まつり運営事業 9,100 継 　北本まつり「宵まつり」及び「産業まつ
り」を通して、ふるさと意識の醸成、地場
産品等のＰＲ及び事業者と市民との交流の
促進を図るため、まつりの企画及び運営を
行う。

北本カレーフェスティバ
ル運営事業

6,000 継 　北本トマトカレーを市内外へ広く周知す
るとともに、ブランド力を向上させるた
め、北本トマトカレー、全国のご当地カ
レー提供店舗が集結するイベントを企画し
運営する。

森林セラピー事業 3,082 継 　森林セラピー基地の認定制度を活用し、
都心近郊に残された貴重な緑地空間と自然
環境の良さを広くＰＲし、来訪者の市内滞
留時間の拡大を図り、地域の活性化を推進
する。



事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

産業振興ビジョン策定事
業

7,964 新 　農業・商業・工業・観光の相互連携を確
立し、市内産業の活性化を図るため、第六
次北本市総合振興計画に基づき既存の産業
振興ビジョンを更新し、新たに策定する。

女性職場環境改善補助金
交付事業

500 継 　女性が働きやすい職場環境の整備等に取
り組む市内事業者に対し、整備等に要する
経費の一部を補助する。

デーノタメ遺跡公有地化
事業

651,950 新 　国指定史跡となったデーノタメ遺跡を適
切に保存・活用していくため、史跡指定地
の公有地化を進める。

デーノタメ遺跡保存活用
計画策定事業

3,980 継 　文化財保護法に基づき、デーノタメ遺跡
の保存・活用に関する基本的な方針や方向
性等を定めるデーノタメ遺跡保存活用計画
を策定する。

デーノタメ遺跡等普及啓
発事業

2,753 継 　デーノタメ遺跡をはじめとした市内縄文
遺跡や縄文文化の価値や魅力を市民へ伝え
るために、シンポジウムや縄文まつり等を
実施する。

郷土芸能保存団体支援事
業

405 継 　市内に所在する民俗芸能団体について、
その活動の支援のため、補助金を交付す
る。また、郷土芸能大会を開催し、広く市
民へ民俗芸能団体の活動を周知し、後継者
の育成につなげていく。

５　みんなが参加し育てるまち （単位　千円）

事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

平和啓発事業 729 継 　平和や命の大切さについて、考える機会
を与えることを目的に「平和を考える集
い」などを実施する。また、平和を考える
実行委員会の発足４０周年に当たり、実行
委員会の記念誌を発行する。

人権を守る市民の集い事
業

493 継 　市民が人権について考え、差別のない社
会を築くことを目的に、人権を守る市民の
集いを開催する。

第七次北本市男女行動計
画策定事業

3,179 新 　男女共同参画社会基本法に基づき、第七
次北本市男女行動計画の策定に着手する。

６　健全で開かれたまち （単位　千円）

事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

埼玉県議会議員選挙事務
事業

18,367 新 　令和９年４月２９日任期満了による埼玉
県議会議員選挙を任期満了前３０日以内に
執行する。



事　　　　業 予　算　額
新
・
継

事　　　　　業　　　　　内　　　　　容

北本市議会議員及び市長
選挙事務事業

3,320 新 　令和９年４月３０日任期満了による北本
市議会議員及び北本市長選挙を任期満了前
３０日以内に執行する。

職員研修事業 6,239 継 　職務や担当業務に応じた研修を計画的に
実施するとともに、専門研修や外部研修、
視察研修等への参加機会を確保する。

旧勤労福祉センター解体
条件付入札負担金事業

330,244 新 　旧勤労福祉センター用途廃止にあたり、
建物解体条件付入札を行い、解体費が土地
評価額を上回った際にその差額を支払う。

健康増進センター解体事
業

225,280 新 　健康増進センター廃止に伴い、新館・本
館の解体工事を行う。

ＡＩ活用事業 2,426 継 　業務の効率化及び市民サービスの向上を
図るため、音声テキスト化システム等、Ａ
Ｉを用いたツールを引き続き活用するとと
もに、新たに生成ＡＩを活用する。



1

一般会計（１号） 千円(補正後累計 29,025,947 千円)

2

（歳出）

生活保護費等の追加支給事業 84,947 千円

※平成２５年生活扶助基準改定に関する最高裁判所判決への対応を踏まえた保護費等の追加支給

（歳入）

国庫支出金（生活保護費負担金、生活保護適正実施推進事業費補助金） 65,667 千円

繰入金（財政調整基金） 19,280 千円

令和８年度一般会計補正予算の概要

補正予算の規模

84,947

一般会計補正（第１号）の内容



）

















報 道 関 係 各 位 令和８年２月１２日 

北本市役所 学校教育課 

指導担当 加藤 

０４８-５９４-５５６４ 

a04500@city.kitamoto.lg.jp 

日 時 

ミラノ・コルティナ２０２６パラリンピック冬季競技大会 
日本選手団旗手／車いすカーリング日本代表 

●写真を入れてください。 

●黒地の上に載せることで写真を 

目立たせることができます。 

内 容 

対応者 

北本市立宮内中学校 事務職員 小川亜
あ

希
き

 選手 

場 所 

生徒による壮行会を開催！！ 
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資料３ 

 

北本市立宮内中学校事務職員の小川亜希選手が、３月６日から開催される「ミラノ・コルティナ２

０２６パラリンピック冬季競技大会」に、車いすカーリングの日本代表として出場するとともに、日

本選手団の旗手を務めることが決定しました。 

下記のとおり、壮行会を生徒主体で開催します。ぜひ、ご覧ください。 

 

２月１９日(木) １５：２０～１５：５０ 

北本市立宮内中学校 体育館（北本市宮内４－３２２） 

・吹奏楽部の演奏による入・退場 
・生徒からの応援旗贈呈 
・生徒会長より応援の言葉 
・全力校歌 
・小川選手より大会に向けてのコメント 

担当者コメント                                                                 

小川選手にとっての夢の舞台が目前に迫ってきました。パラリンピックを迎えるまでの努力は計り知れ

ません。努力の成果を存分に発揮してもらいたいです。そして、生徒たちからの熱く温かいエールを追い

風に、ミラノ・コルティナでの活躍を心より願っています！！ 

報道機関等現場対応者 北本市立宮内中学校教頭 谷
たに

掛
かけ

 

【連絡先】 ０４８－５４３－２９００ 

写真データ提供可  令和 7年 4月 30日表敬訪問時撮影 



報 道 関 係 各 位 令和８年２月12日 

北本市役所 市長公室

シティプロモーション・広報担当 

秋葉 ０４８-５９４-５５０５ 

koho@city.kitamoto.lg.jp 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体広報の甲子園・令和８年全国広報コンクールの埼玉県審査結果が発表され、 

「広報きたもと令和７年10月号」が広報紙（市）部門で１席（27点中１位） 

「広報きたもと令和７年８月号」表紙が一枚写真部門で１席（36点中1位） 

「広報きたもと令和７年６月号」表紙が組み写真部門で１席（25点中１位） 

に選ばれ ました。埼玉県推薦作品として、全国広報コンクールへ進出します。 

「広報きたもと」が埼玉県審査の３部門で１位に選出されたのは初となります。 

埼玉県審査で１位となったのは、 

・「財政状況伝えるマン」（職員が扮したヒーローが市の財政状況を分かりやすく伝える実写マンガ風特

集）を載した平成28年11月号（広報紙（市）部門・全国広報コンクール入選） 

・北本の農産物の特集を掲載した令和３年７月号の表紙（一枚写真部門） 

・家庭や職場・学校に次ぐ第３の居場所の特集を掲載した令和４年９月号（広報紙（市）部門・全国広報コ

ンクールで内閣総理大臣賞受賞） 

・「障がいへの眼差し」をテーマに障がいのあるお子さんを持つ母親たちや福祉事業所、障がい者グル

ープホーム等を取材した令和５年１０月号（広報紙（市）部門・全国広報コンクール入選） 

に続いて５度目となります。 

広報きたもとが 

埼玉県広報ｺﾝｸｰﾙ３部門で１位 

紙面はこちらからご覧になれます▲ 

R7.10月号 

広報紙部門（市）１位 
R7.８月号 

一枚写真部門１位 

R7.６月号 

組み写真部門１位 

広報きたもとが広報コンクール埼玉県審査の広報

紙部門・一枚写真部門・組み写真部門で１位となり、

全国に進みます。 
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 なお、コンクールの応募の際は、取材した皆さんから「ほかに活動している皆さんのことも詳

しく知ることができて安心した」「ＳＮＳを中心に発信してきたが、広報紙に掲載されたことで地

域からの信頼性が増した」「広報紙を読んで自分たちの活動に興味を持った人から問い合わせ

があった」等のコメントをお寄せいただき、応募用紙にも反映しました。 

 

 

審 査 員 講 評 

 

作品概要および審査員講評 

広報きたもと令和７年10月号 

【広報紙部門（市部）１位】 

 

特集「これが私の里山ライフ」全14ページを含む計36ページの

広報紙。特集では、減少の一途をたどる北本の里山について、「守

るべき過去の遺産」ではなく、「現代を生きる私たちに新たな豊か

さを提案する里山ライフスタイル」として描くことを目的に、 

・30年以上も雑木林の保全を続ける「北本雑木林の会」 

・４人の子育てと会社勤めと並行して子どもも大人も集まる畑コミ

ュニティづくりを実践する「だいじょうぶだ村」 

・かつて“追いはぎが出そうだった”と言われた荒川沿いに、水鳥

が羽を休める田んぼづくりを10年以上続ける「荒川わらの会」 

にそれぞれの生活、そして人生と里山との関わりについて語っていただきました。 

また、伝統的な里山（雑木林）を活用した農の営みや地権者としての想いを、19代続く農家「いとう

ふぁーむ」さんにお聞きしています。さらに、紙面で登場した里山の風景等を実際に歩いてめぐる「里

山めぐりページ」を特集最後に掲載し、読み物としても、目で見ても北本の里山ライフの魅力を感じて

いただける内容となっています。 

●取材量、情報量に圧倒された。里山に誇りを

持つ当事者たちや取材者（広報課員）の熱い

思いが「これでもか」と伝わってくる。「お金を

介さない世界が見たい」といった印象的な言

葉をクローズアップするレイアウトは好き嫌い

が分かれるかもしれないが、個人的には好き

だ。 

●特集面などは民間のフリーペーパーのような

おしゃれなつくり。裏から見ると情報面という

使い分けも読みやすい。 

●地元の資源をあますことなく紹介。かなり時間

と手間をかけ、充実した内容になっている。 

●特集は編集者の想いが伝わってくる充実した

構成。北本の里山ライフのすばらしさを市民目

線で伝えているので、読者が北本市の魅力を

改めて実感できる。写真や色味も統一感がある

デザインとなっている。しかし、非常に文章量が

多く、また余白が少ないので、文章を読むのが

苦手な方は、読み進められない懸念も感じてし

まった。 

●企画・取材・編集・デザインすべてを職員が実施している広報紙とは思えない記事力、デザイン。里山

を様々な角度から広報しており、北本市で暮らすことの豊かさをイメージできる。 
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広報きたもと令和７年６月号 

【組み写真部門１位】 

 

 北本市は、全国でも先駆けて大正14年からトマトの栽培を開 

始した「トマトのまち」です。令和７年はトマト栽培が始まって 

100年目を迎えることから、その歴史を振り返り、現在の北本ト 

マトの魅力を伝える特集「北本トマト100年」を掲載することと 

なりました。 

表紙は、北本で実際に栽培される大きさも色も様々なトマト 

を抱えた手のアップの写真と、青々とした苗に実った真っ赤なト

マトを収穫する農家さんの写真を組み合わせています。 

 

広報きたもと令和７年８月号 

【一枚写真部門１位】 

 

 北本市の昆虫「ヘイケボタル」が北本自然観察公園内の木道を 

飛び交う様子を収めた写真を表紙に採用しました。 

 ヘイケボタルは、水が動かない湿地を好みます。北本ならでは 

の里山「谷津」（大地を湧き水が侵食してできた地形。谷底は泥 

深い湿地となっている）はヘイケボタルの格好の住処であり、北 

本自然観察公園がこの谷津の生物多様性を保全し続けること 

で、現代も夏の時期にヘイケボタルを観察することができるの 

です。 

 

木道を画面手前から奥に向かうような奥行きのある構図をベースにしたことで、実際に北本自 

然観察公園内を散策しているときの視界を表現。また、ヘイケボタルならではの点滅しながら飛び

交う様子を、単焦点レンズを使うことで柔らかな光跡として収めることができました。 

撮影時は、ホタルの光の邪魔にならないよう、スマホは使わないことはもちろん、カメラのセンサ

ーライトもガムテープでふさぎ、三脚を設置した場所で通行者の邪魔にならないよう、息を殺しな

がら２～３時間近くシャッターを切り続けて仕上げた写真です。 

審 査 員 講 評 

 
●ネイチャー系を撮るのに、あえて木道を画角に入れる技術力が素晴らしい。この木道を入れること

で、人を誘うという目的が示唆され、ここに来ればこの写真のようなホタル舞う幻想的な風景に出

会えると見た人に感じさせる。また、広報紙名などが入ることも撮影時に意識しているため、トリミ

ングの必要がない完璧な構図。 

●文字がしっかり見えるようになっている。世界観が分かりやすい、きれいな一枚。 

●真ん中にある橋と同じ位置にホタルがいて繋がっているところが、テーマである「平和」を考える、

学ぶ、伝える、そういった北本にともに行こう、とホタルが道を導いてくれているよう。 

１2 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国広報コンクールは、地方自治体の広報活動の向上に寄与することを目的に、各種広報作

品についてコンクールを行い、優秀団体を表彰するものです。日本広報協会の主催により、

1964（昭和 39）年から実施しています。 

このコンクールは、都道府県別に「広報紙」「写真（一枚・組み）」「映像」「ウェブサイト」「広報企

画」の部門の代表作品を決定し、全国で競います。いわば自治体広報紙の甲子園のようなもの

です。なお、全国広報コンクールの審査結果は、公益社団法人日本広報協会から5月初旬に発

表される予定です。 

 

広 報 コ ン ク ー ル と は 

担 当 者 

コメント 

「自然を守ろう」だけじゃ、活動は続かない――これは、北本の里山の保全に従事する、ある市民

の方の言葉です。生活必需でなくなってしまった里山をこれからの世代にも伝えるために何が

できるかを考え、たどり着いたのが、里山ライフの魅力を伝える本特集でした。 

保全する皆さんが里山と関わる生活を続けていくうちに、人生の在り方そのものまで大きく影

響されていくストーリーに、私自身も大きく魅せられていきました。「雑木林はクッション」「お金

を介さない世界が見たい」といったその人だからこそ語ることのできる言葉に象徴されるよう

に、どこにでもあるように見える里山を北本オリジナルの魅力として伝えることができたと思い

ます。取材協力いただいた皆さんに心から感謝を申し上げると同時に、今回の結果を通じて北

本らしい里山やホタル、北本トマトの魅力をより多くの方々に知っていただきたいと思います。 

  上部の写真は、トマトの質感を際立たせるため、「広報きたもと」のロゴの上に切り抜いた大玉トマト

を重ね、まるで紙面から読み手に向かってトマトが飛び出してくるような立体感を出しました。 

下部の写真は、苦労して育てたトマトが真っ赤に熟れたのを見て、思わず顔をほころばせながら収穫

する生産者さんの表情がポイントです。いずれも市内の生産農家さんに撮影協力いただき、特集面

３－４ページでは生産者のこだわりや直売所情報を掲載し、読んだ人が実際にトマトを買いに行ける

内容にしています。 

審 査 員 講 評 

 
●写真をたてた表紙で、写真家だったら冥利に

尽きる。トマトを収穫 している姿、緑のきれい

さ、トマトの盛り、どこをとってもシンプル で本

当にいい写真だと思った。その写真を邪魔しな

い文字配置も秀逸。よく「きたもと」の文字を後

ろに下げたと思った。  

●後ろに下がった「と」の丸みがトマトとちょうど

重なることで、「きたもと」の「と」はトマトの「と」

というのを想起できていいな、と 感じる。真ん

中のコピーの北「本」の横棒が写真同士の切

れ目にピッタリ重なっているのも上手い。この

表紙を見ると北本のトマトを食べたい、買いた

いと思わされる。 

●やはり生産者さんの笑顔が良い。全体の写真

の抜けがよく美しい。 また、写真二枚の組み写

真で、サイズもほぼ同じ 2 枚を並べるとつい 二

分しがちだが、キャッチコピーが真ん中に入るこ

とで写真同士の切 れ目の違和感が薄れており、

レイアウトも上手いと感じた。元写真の とおり色

印刷できるとなおよい。 ・トマトの赤が引き立つ。 

●やはり生産者さんの笑顔が良い。全体の写

真の抜けがよく美しい。 また、写真二枚の

組み写真で、サイズもほぼ同じ 2 枚を並べ

るとつい 二分しがちだが、キャッチコピーが

真ん中に入ることで写真同士の切 れ目の

違和感が薄れており、レイアウトも上手いと

感じた。元写真の とおり色印刷できるとな

およい。 

●トマトの赤が引き立つ。 
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報 道 関 係 各 位 令和８年２月12日 

北本市役所 市長公室

シティプロモーション・広報担当 

秋葉 ０４８-５９４-５５０５ 

koho@city.kitamoto.lg.jp 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報きたもとが 

自治体広報ＡＷＡＲＤ銅賞(３位) 

自治体広報AWARDとは 

紙面はこちらからご覧になれます▲ 

R7.10月号 

担当者が選ぶ日本一の広報プレイヤー「自治体広報AWARD 

2025」【主催：自治体広報LAB（合同会社LOCUS 

BRiDGE）】の広報紙部門において、広報きたもと令和７年10

月号が銅賞（３位）を受賞しました。 

 

表彰式は３月14日（土）、奈良県奈良県王寺町地域交流センタ

ーで開催されます。 

自治体広報AWARDは、全国の自治体広報に携わる職員の個々の工夫や思いに光を当て、互いに学 

び合いの機会をつくることを目的に、自治体の課題解決を支援する専門企業・合同会社LOCUS  

BRiDGEが創設したものです。 

主催：⾃治体広報LAB／合同会社 LOCUS BRiDGE（事務局） 

後援：王寺町、公益社団法⼈⽇本広報協会 

募集期間：2025年11⽉4⽇(火)〜12⽉19⽇(金) 

審査員：⾃治体広報担当経験者で、広報紙づくりや取材のノウハウ、写真、SNS、企画等分野

で活躍した実績をもとに、そのノウハウをオンラインコミュニティ⾃治体広報LABで共有する

講師陣 

▷兵頭裕次（愛媛県内子町）▷堀内智代（愛媛県西予市）▷橘内清隆（福島県伊達市） 

▷村田大地（奈良県王寺町）▷金澤剛史（埼玉県久喜市）▷小出高也（愛媛県東温市） 

▷村田充弘（奈良県生駒市） 

資料３ 
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受賞者 政策推進部市長公室シティプロモーション・広報担当 秋葉 恵実 

平成25年入庁。協働推進課、すぐやる課、産業観光課を経て、平成30年３月から広

報担当に配属。広報紙の編集・デザインまでを職員が行う内製化を開始し、紙面の魅

力向上や取材に力を入れた特集で全国広報コンクール内閣総理大臣賞等を受賞。 

 

応募作品 広報きたもと令和７年10月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集「これが私の里山ライフ」全14ページを含む計36ページの広

報紙。特集では、減少の一途をたどる北本の里山について、「守るべ

き過去の遺産」ではなく、「現代を生きる私たちに新たな豊かさを

提案する里山ライフスタイル」として描くことを目的に、里山の保全

活動を自らの暮らしに落とし込み、里山ライフを謳歌する皆さん（下

記）を取材しました。 

・30年以上も雑木林の保全を続ける「北本雑木林の会」 

・19代続く農家で、雑木林の落ち葉を活用した伝統的な方法でさつ

まいも作りを行う「いとうふぁーむ」 

・４人の子育てと会社勤めと並行して子どもも大人も集まる畑コミ

ュニティづくりを実践する「だいじょうぶだ村」 

・かつて“追いはぎが出そうだった”と言われた荒川沿いに、水鳥が

羽を休める田んぼづくりを10年以上続ける「荒川わらの会」 

受賞内容 

紙面の特徴は、見開きの右面を写真で

「魅せる」ページ、左面は想いを「読ませる」

ページと役割分担を徹底した点。一つひと

つのインタビューにしっかりと文字数を使う

ことで、里山とのかかわりが各々の暮らしや

価値観、人生のあり方にどのように影響を

与えていったのかを深堀りしました。 

また、「私にとって雑木林は

クッション」「お金を介さない世

界が見たい」など、印象的なフ

レーズをランダムに配置し、読

者の関心を集める紙面を目指

しました。 

特集最終ページには、市民リ

ポーターが実際に里山スポット

を楽しみながら歩いて巡る様

子をリポートしています。 
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「便利さとは別の豊かさとして 

里山の魅力を引き出した。 

言葉の選択も巧みで 

写真と響き合っている」 

北本市に残る里山を舞台に、今を豊かに暮

らす人々の姿を通して、里山を未来につなげ

ようという特集。ただ残すだけではなく、新し

い「里山ライフ」を提案する内容は、都市近郊

でありながら自然環境が残る北本市ならでは

と思いました。&Greenのイメージも相まって、暮らしやすさが伝わります。 

 里山の暮らしを、どう未来につなげていくかは多くの地域の課題です。手をかけ関わり続けることで

守られてきた里山を、昔のような営みでつなげるのは難しい。しかし「自らの手で暮らしを生み出す実

感を持てること」を、今の暮らしに便利さとは別の豊かさとすることで、里山の新たな魅力を引き出し

ています。私たちのような田舎暮らしが身近な人間にとっても、とても参考になる特集でした。 

 レイアウトも素晴らしく、右開きの右側に大きな写真を配置し見せる紙面、左側にテキストを配置し読

ませる紙面と、役割分担をすることで内容がすっと頭に入ってきます。「北本にはまだ、里山が生きて

いる」「私にとって雑木林はクッション」など、言葉の選択も巧みで、写真と響き合っています。プルクオ

ートを多用することで、時間のない読者に配慮しているのもポイントです。「文字量を多くしてしっかり

と伝えたい」という担当者の思いを上手にカバーしていると思います。登場した住民の感想には「広報

紙に出てよかった」「ほかの活動をする人の熱量を知れた」などがあり、人と人とをつなぐ自治体広報

紙としての役割を十分に果たしています。その上で、北本の生活文化の変遷としての記録を残し、里山

を未来へつなぐ機運を高めるなど、使命感を持って取り組む担当者の思いが紙面にあふれています。

（兵頭） 

 

「取材対象者の言葉が全面的に出

ているので説得力と臨場感もあ

る。着地として市民リポーターが

里山歩きを体験しているのも良

い」 

北本の里山を守り、活用し、楽しむ人たち

に焦点を当てた特集。題名や小見出しの言

葉のチョイスが良くプルクオートも効果的。

全文読まなくてもページに何が書かれてあ

審査員コメント 
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るか、この人の言いたいことは何なのか、簡潔に分かる言葉選びが力強い。取材対象者の言葉も全面

に出ているので、説得力と臨場感もある。「だいじょうぶだ村」のエピソードには感動した。特集の着地

の１つとして、市民リポーターが実際に里山歩きを体験しているのも良い。 

 この特集を読んだ人は、実際に里山に出てみようと思うだろうし、中には市民レポーターに「一緒に行

こう」と声をかけ、レポーター起点に交流の輪が広がっていく可能性もあるかもしれない。里山を楽しん

でいる人たちの輪の中に入りたいと思うかもしれないし、中には保全活動に加わる人もいるかもしれな

い。里山が守られれば資源を未来につなぐこともできるし、里山を核に豊かなコミュニティも形成され

続けられると思う。 

 より良くなる視点があるとするならば、力強さと引きの強さがある紙面である反面、若干詰め込みす

ぎな印象があるので、ホワイトスペースを確保する意識を持つことかもしれない。 

 とはいえ、これはもう一種の「スタイル」を確立している状態であるとも思うし、実際「北本スタイル」を

真似た広報紙も全国にあるかと思うので、今後、現在の良さは残しつつ、他の追随を許さない新たな

独自性と引きの強さを生む広報紙であり続けることを楽しみにしている。（堀内） 

 

 

金賞 広報かわまた令和７年12月号 福島県川俣町総務課文書広報係 佐藤 耀 

銀賞 広報ふくち令和7年3月1日号 福岡県福智町企画振興課 仮屋 祐希 

銅賞 広報きたもと令和7年10月号 埼玉県北本市市長公室 秋葉 恵実 

（応募総数48件） 

※広報紙部門・シティプロモーション部門・写真部門・クリエイティブ部門の応募数数141件 

 

 

今回AWARADに応募した広報きたもと令和７年10月号は、全国広報コンクール埼玉県審

査において、広報紙部門（市部・応募数27点）で１席に選出され、全国審査へ進みます。北本市

が埼玉県審査で１位に選出されるのは、本作で５度目です。 

 

 

埼玉県広報コンクール１席（１位）も選出 

自治体広報AWARD広報紙部門 結果 

担当者コメント 

 

本AWARDは、各自治体で広報・シティプロモーシ

ョンに従事し、実績を残してきた職員の皆さんが審

査員となり、評価を行うものです。尊敬する先輩方

に評価いただいたこと、そして、この北本市という

小さなまちの里山を核とした人々の豊かな暮らし

の魅力が、紙面を通じて遠く離れた皆さんにも伝

わったことに感動しています。ご協力いただいた市

民の皆さんに深く感謝申し上げます。引き続き、わ

かりやく伝わる広報を、行政と市民の皆さんに、そ

して市民と市民の皆さんの間に共感と信頼関係を

生み出す広報にまい進していきます。 
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ー縄文の食文化に学ぶー

様々な先生方や市民の皆様の御協力の元、デーノタメ遺跡、そして縄文時代に関す

る研究・取組みが着々と進んでいます。今回初お披露目となるデーノタメ遺跡のガイ

ドブックや、縄文みやげコンテスト優秀作品も販売予定！ぜひお越しください！！



1

2
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内 容

昨年の様子はこちら

担当者コメント

コンセプト



今年も来園された方全員が楽しめるよう、たくさんの出店やイベントを用意しています。全国

から集められた３０種類、約２００本の桜が皆さんをお待ちしています。

担当者コメント







北本市定例記者会見

令和８年２月１２日（木）

1



令和８年第１回北本市議会定例会

招集日 令和８年２月１９日（木）

議 案 条 例 ７件

事件議決 １件

予 算 １４件

合計２２件

2



主な議案

・令和７年度北本市一般会計補正予算（第９号）

・令和８年度北本市一般会計予算

・北本市職員の給与に関する条例の一部改正について

3



令和７年度北本市一般会計補正予算等

補正予算規模

一般会計（第９号） △１億７，４９４万円

後期高齢者医療特別会計（第２号） ７，９４５万７千円

久保土地区画整理事業特別会計（第３号） △３億６，５２４万５千円

国民健康保険特別会計（第３号） ３，６６１万１千円

介護保険特別会計（第５号） △１億１，７１４万７千円

埼玉県央広域公平委員会特別会計（第１号） ４万１千円

資料１
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5

◆安心安全な都市基盤整備の推進

◆魅力あるまちづくりの推進

◆持続可能なまちづくりの推進

令和８年度一般会計予算総括



令和８年度一般会計予算規模

一般会計 289億4,100万円 ※当初予算過去最大

（Ｒ７年度 280億1,700万円 9億2,400万円 3.3％増）

全会計合計  461億5,014万7千円
（Ｒ７年度 448億7,143万5千円 12億7,871万2千円 2.8％増）

6

資料２



令和８年度主要・新規事業

7



8

資料３ Ｐ１デーノタメ遺跡関連事業
予算額 ６億５，８６８万３千円

事業内容



9

資料３ Ｐ２活用事業
予算額 ２４２万６千円

事業内容



10

資料３ Ｐ３
重層的支援体制整備事業

予算額 ９５２万５千円

開始時期

事業内容



11

資料３ Ｐ４

対象者

検診期間

胃内視鏡検診事業
予算額 ５１７万７千円



12

資料３ Ｐ５

健診内容

開始時期

５歳児健康診査事業
予算額 ２２７万９千円

対象者



13

資料３ Ｐ６

対象者

助成
開始日

難聴者補聴器購入費助成事業
予算額 ２００万円

助成内容



北本市からのお知らせ
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15

資料３ Ｐ７

卵・乳アレルギーのある生徒も一緒に ！

時 間

実施校

提供日



16

資料３ Ｐ８
小・中学校に電話通話録音機器を導入

導入時期

内 容

目 的



17

資料３ Ｐ９
生徒による小川亜希選手の壮行会を開催

日 時

内 容

場 所



18

埼玉県広報コンクールの結果
資料３ Ｐ１０
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19

自治体広報AWARDの結果
資料３ Ｐ１４

19

自

政策推進部市⾧公室
シティプロモーション・広報担当
秋葉恵実

令和７年１０月号

主催

受賞者

応募作品



イベントのお知らせ

20



21

資料３ Ｐ１８

会 場

登 壇

日 時

ラファエル・ゲーラ氏

シンポジウム

デーノタメ遺跡が拓く縄文の世界Ⅳ



22

資料３ Ｐ１９

会 場

内 容

日 時

第１０回きたもとピアノフェスティバル

©SHIN ISHIKAWA



みどりとまつり

23

資料３ Ｐ２０

会 場

内 容

日 時



北本さくらまつり ２０２６

24

資料３ Ｐ２１

内 容

日 時

会 場



こどもとみどりのフェスティバル２０２６

25

資料３ Ｐ２２

内 容

日 時

会 場



北本カレーフェスティバル２０２６

26

資料３ Ｐ２３

内 容

（予定）

日 時

会 場

北本カレー

フェスティバル
2025

北本トマトカレー
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